




















































































































(5a)の g`erl'は g`irl,I(5b) g`irles'は 'pl.young
people'であ り,上渇 の例文 を引用 したThe
RiversideChaucerの注釈には,(5a)の g`aygerl'









































(7) Male/Female Pan JA
a. man 300 373
WOman 189 176
b. mankind 7 20
womenkind 1 0
C. boy 8 50
d. lad 1 16
lass 2 0














































































































































































































































































































































































から言うと. g`entle'+ m`an'に対して g`entle'















それでは, どのような女性に対 して g`entle-
woman'が用いられるのか,まずpamからの例を
見てみたい｡
㈹a.Itelyou,IwinmakeaGentlewomanofyou,
ifyoubeobliging,anddon'tstandinyour
ownLight.Andsosaying,heputhisArm
aboutme,aLndkiss.dme.
(PanI.19,Mr.B=〉Pamela)
b.Notbuttheyarecivltomeinthemain,for
Mrs.Jenis'ssake,.‥;andtheystandinAwe
ofher,knowinghertobeaGentlewoman
born,thoughshehashadMisfortunes.
(PanI.10,N.)
C.GoodyourHonour,saidthewel-meaning
Gentlewoman,PityandforgivethepoorGirl:
(pamI.36,伝違部 :N.,
被伝達部 :Mrs.JeⅣis⇒Mr,B)
d.But,poorGentlewoman!shecannotlive
withouthim: (PanI.74,N.)
e.SaidtheFarmer'swife,You'ubeverywen
旧edhere,Ⅰ'lassureyou,youngGentlewcman,
andhavebetterConverLiencesthan 打Iy-Where
intheVjiuage.
(pani.136,Famer'swi托⇒Pamela)
(23a)はMr.Bが,Pam elaを女中から g`entlewoman
の身分に上げるという甘言で誘惑しようとする箇所
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である｡(23b)か ら (23d)に出るMrs.Jervisは
Mr.B邸の家政婦頭で,Pa仇の中では g`entlewoman
の対象とされる典型的な女性である｡膿しくない家
柄の出で,それなりの教養,マナーを身に付けてい
る女性として措かれているo(24e)では,女中であ
りながらも,気品を備えたpamelaに対して,見知
らぬ農夫の女房が用いている｡
一方,JAでは w`aiting-gentlewoman'という複
合語でよく使われてお り,その主な対象は,Sir
Thomas邸の家政婦頭のMrs.Slipslopであるo
㈱a.AdamshadnonearerAccesstoSirT7wmas,
OrmyIJady,thanthroughtheWaiting-
Gentlewoman:forSir77wmaswastooaptto
estimateMenmerelybytheirDress,Or
Fortune; (JA21)
b･M∫S･SlipsloptheWaiting-Gentlewoman)
beingherselftheDaughterofaCurate,
preservedsomeRespectforAdams; (ibid･)
この g`entlewoman'はOED2の第2項の "Afemale
atendant(orig.agentlewomanbybirth)叩Onaladyof
rank."(初例1432J(ト最終例1854)の意味で,令夫人
に仕える侍女である｡"NowonlyHist."と付け加えら
れるように,PEではこの意味では通常使われない｡
いずれにせよ,これまでの考察から明らかなように,
g`entleman'に対応する語は,`gentleworLan'ではなく,
後者は前者に比べて意味上の下落が起こっているこ
とがわかる｡
ちなみに.PEでは "ladiesandgentlemen"が呼
びかけの常套句である｡Pamにおいても呼格以外
では "ladiesandgentlemen"の語順も見られるが,
呼格では,"gentlemenandladies"の語順である｡
CS)Excuseme,GentlemenandLadies,SaidI;
(PanH.235)
BNCには "ladiesandgentlemen"が270回であるの
に対し,"gentlemenandladies"の方はわずか4回
のみで,しかもその多くは呼格ではない｡この語順
について,OED2には以下のような興味深い用例が
ある｡13
1808GroseAntiq.Rep.I.405Allpublicaddresses
toamixedassemblyofbothsexes,tilsixtyyemars
ago,commencedGentlemenandLadies:atpresent
itisI.adiesandGentlemen.
19世紀初頭より∴ l`adiesandgentlemen"の語順が
定着してきたことが辿れる貴重な説明である｡
おわりに
本稿では,RichardsonのPamを資料に,性別に
基づく対語について, m`an,‥ woman'を中心に分
析したopamを選んだ理由は,当時としては画期
的なことに若い女中が主役で,そのヒロインの周り
を取り巻く人物には,身分の高い者も低い者もいる
と言う点で,性差や階級差のような社会言語学的観
点からの考察にふさわしいと判断したからである｡
18世紀においては,女性の場合,社会的立場の差
が特に意識され,それが登場人物の呼称の使用に明
確に現れていた｡よって,呼称のバリエーションも,
男性の場合よりも豊富である｡現在もなお,女性に
特定される語の中には,多かれ少なかれその名残が
残っているものがある｡
さて,PEでは, g`entleman'に対応する語という
と,まず l`ady'が浮かぶ｡しかしながら,女性の
敬称として用いられる l`ady'が本来対応するもの
は l`ord'(場合によっては s`ir-)である｡紙面の
都合上 今回の論考では, l`ady'については詳細な
考察に及ばなかったが,日常よく見かけるこの語の
歴史的奥行きも深く,今後の考察としたい｡
注 :
1.本文に直接示してしているもの以外の略語は,
以下の通りである｡
a:ante,'before, 'notlaterthan'/C:circa,
'about'/C･:century/coloq･:coloquial,-ly,-ism/
dial∴dialect,-al(ly)/esp∴especialy/freq∴
frequently/Hist.:Historical(ly)/ibid.:ibidem /
lanes:languages/masc,:masculine/n.:noun/N,:
Narrative/Obs.:Obsolete/Orig.:originally/phr.:
phrase/pl.:plural/Sc.:Scotish,Scots/S.V.:sub
voce. u`ndertheword'/V.:verb/†:obsolete/
*:incorrectorinappropriate
2.以下,ボールド体,下線部,網掛けなどの強調
は,全て筆者による｡
3.PC(PoliticalCorrectness)により,20世紀後半
より m`an,‥man kind'よりも,h`umanbeings'と
いうより一般的な語が使用されるようになっては
いるが, m`an'や m`arLkind'が廃語となっている
わけではない｡
4.Brigham YoungUniverityの MarkDaviesによ
る BNC (`BYU-BNC:BritishNationalCorpus
htp:/corpus.byu.edtdbnc/)を利用0
5.OEDBには "asweetheart,lady-love"の後に,
-82-
RichardsonのPamelaにおける性差に基づく対語について
"(Nowavoidedinordinaryuseexc.inuleq山vocal
contexts.)'と括弧付きで加えられている (初例 :
1509)｡
6.Pamの語嚢数が22万語を上回るのに対し,JA
の場合は12,3万語程度で,およそ10万語の開き
があるが,ここでのポイントは各対語の割合であ
るので.厳密な生起率の比較については省略する｡
7.各引用文の出典は,テキス トの項を参照｡スピ
ーチの話し手と聞き手 (場合によっては,手紙の
｢送り主｣と ｢受け取り主｣)の関係は,キーワー
ドの使用者とそのキーワードが向けらjtた者のこ
とを意味する｡矢印のない ｢N.｣については,ヒ
ロインによる語り(narrative)を表す｡
8.OEDe,S.V. m`an,～.1ⅠⅠ.10.a"Amanservant;a
valet."(初例 :a13-)0
OED,S.V.`woma叫 n･I.2-`Afemaleservant,esp･a
lady'smaidorpersonalatendant."(初例 :a766)0
9.OEDB,S.V.`man,n.18.a"Ahusband.NoworLly
sc.anddial.,exc.inphr.manandmfe."(初例 :
α1300)｡
10･OED2,S.V. w`oman,n･Ⅰ･l･h"Incontrast,
explicitorimplicit,with l`ady.‥'(初例 :a1788)0
ll.OEDB,S.V･l`ady,'n･7"Wife,consort･Now,as
intheoriginaluse,chieflyrestrictedtoinstances
inwhichtheformaltitleof'Lady'isinvolvedin
therelationship."(初例 :cl205)0
12.OEDe,S.V.`gentlewoman,'n.1.(初例 :C1230)0
oEDB,S.V.`gentleman,'n.1.a.(初例 :C1275)0
13･OED2,S･V･gentleman,n･4･b"lnpl･usedasa
politetermofaddresstoacompanyofmenof
whateverrank(correspondingto'sir'insing.).
†Alsoinsing.tooneman."(初例 :1579)｡
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